
市

民

綱

引

き

大

会

熱
気
に
満
ち
た
48
チ
ー
ム
が
参
加

や す ら ぎ 堤 緑 地
八 千 代 橋
～ 昭 和 大 橋の整備進む

水
辺
を
生
か
し
た
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
空
間
を
創
出
し
よ

う
と
、
信
濃
川
右
岸
や
す
ら

ぎ
堤
の
緑
地
整
備
を
進
め
て
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エコープラザ リサイクルデコパージュ
日時 ３月18・25日午前10時～正午
（２回１コース） 定員 先着20人
内容 ワインやシャンパンの瓶を使った
デコパージュ作り　参加費 300円
申し込み 同プラザ（�270-3009）へ
※月曜休館

石山地区公民館

楽しんで！いろんな国の遊び
日時 ３月15日午前10時～正午
対象 ４歳以上　
申し込み ３月14日までに同館（�286-
5631）へ市トレーニングセンター

ス ポ ー ツ 健康相談
日時 ３月18日午後６時から
相談内容 スポーツによるけがや障害に
ついて　参加費 1,300円
申し込み ３月13日までに同センター
（月曜～金曜午前９時～午後９時�266-
8115）へ

鳥屋野地区公民館

あるくスキーで雪上さんぽ＆自然観察
日時・集合場所 ３月18日午前６時半～
午後７時・同館前　対象 成人先着20人
行き先 福島県裏磐梯休暇村周辺
参加費 6,000円（貸しスキーは別途
1,500円必要）
申し込み 同館（�285-2371）へ

市国際交流協会 日本語教育講座
日時 ３月22日午後１時～４時15分
会場 万代市民会館　参加費 500円
内容 ワークショップ「生き生きとした
教室をめざして～達成感の共有」
対象 外国人に日本語を教えている人、
日本語教育を学んでいる人30人
申し込み ３月10日（必着）までにはが
きに住所、氏名（フリガナ）、電話番号、
年齢、職業を記入し、〒951-8550、同
協会事務局（国際課内�内線2053）へ
※応募多数の場合抽選

佐潟月例自然観察会 佐潟自然散歩
日時 ３月８・22日午前10時～11時半
集合場所 佐潟水鳥・湿地センター
申し込み 当日直接集合場所（�264-30
50）へ　※雨天中止

こども創作活動館
申し込み �は当日直接同館、�は同館
（�279-2113）へ
※月曜休館、幼児は保護者同伴
�ミニシアター～絵本の読み聞かせ
日時 ３月８・14日午前11時～同30分
�フラワーカードforスプリング
日時 ３月16日午後１時半～３時半
内容 押し花を使ったメッセージカード
づくり　対象 ５歳以上先着20人
参加費 300円

関 屋 地 区 公 民 館
申し込み 当日直接同館（�266-4939）へ
�ふるさと関屋楽パネルディスカッション
日時 ３月９日午後１時半～４時
内容 今年度のふるさと関屋楽の発表
�絵本の広場～わらべうた、読み聞かせ
日時 ３月14日午前10時半～11時半
対象 未就園児と保護者

い
ま
す
。

今
月
末
こ
ろ
ま
で
に
八
千

代
橋
か
ら
昭
和
大
橋
ま
で
の

約
６
５
０
�
の
整
備
が
完
了

す
る
予
定
で
、
す
で
に
完
成

し
て
い
る
部
分
と
合
わ
せ
る

と
、
万
代
橋
か
ら
昭
和
大
橋

ま
で
の
約
１
・
25
�
の
整
備

が
完
了
し
ま
す
。

八
千
代
橋
と
昭
和
大
橋
の

区
間
は
、
住
宅
地
や
商
業
施

設
に
近
接
し
た
貴
重
な
水
と

緑
の
空
間
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
散

歩
な
ど
が
楽
し
め
る
、
憩
い

と
ゆ
と
り
の
水
辺
空
間
と
し

て
整
備
し
て
い
ま
す
。

こ
の
区
間
で
特
徴
的
な
も

の
は
、
約
40
人
が
座
れ
る
長

い
ベ
ン
チ
を
配
し
た
休
憩
所

と
、
黄
色
の
す
べ
り
台
。
こ

れ
は
、
「
ク
ラ
ス
全
員
で
座

れ
る
よ
う
な
ベ
ン
チ
が
欲
し

い
」
な
ど
、
南
万
代
小
学
校

の
児
童
の
ア
イ
デ
ア
を
参
考

に
し
た
も
の
で
す
。

す
で
に
整
備
を
終
え
て
い

る
万
代
橋
と
八
千
代
橋
の
区

間
は
、
中
心
市
街
地
か
ら
水

辺
へ
の
玄
関
口
と
し
て
、
万

代
橋
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン

の
広
々
と
し
た
階
段
や
ス
ロ

ー
プ
を
設
置
。
ま
た
、
市
民

や
観
光
客
が
憩
え
る
よ
う

に
、
ベ
ン
チ
や
休
憩
所
な
ど

を
配
置
し
、
に
ぎ
わ
い
の
水

辺
空
間
を
演
出
し
て
い
ま

す
。万

代
橋
と
昭
和
大
橋
の
区

間
の
整
備
を
終
え
る
と
、
今

後
は
、
Ｊ
Ｒ
越
後
線
鉄
橋
上

流
部
分
（
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ

ラ
ザ
裏
手
）
の
整
備
に
入
る

予
定
で
す
。

な
お
、
左
岸
や
す
ら
ぎ
堤

の
緑
地
整
備
は
、
万
代
橋
か

ら
千
歳
大
橋
ま
で
の
間
が
完

了
し
て
お
り
、
都
市
部
の
貴

重
な
水
辺
空
間
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

東
土
木
事
務

所
（
�
２
７
１
・
１
３
６
１
）

へ

燕
喜
館
に
、
齋
藤
家
ゆ
か
り
の
大
正
時
代
初
期

の
ひ
な
人
形
を
、
３
月
16
日
ま
で
飾
っ
て
い
ま
す
。

同
館
は
、
明
治
か
ら
昭
和
の
初
期
の
商
家
・
齋
藤

家
の
邸
宅
の
一
部
を
白
山
公
園
内
に
移
築
・
再
建

し
た
も
の
で
す
。

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

同
館
（
�
２
２
４
・
６
０
８
１
）
へ

燕喜館にひな人形を展示中

�
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
実
行
委
員
を
募
集

男
女
と
も
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

「
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
に

い
が
た
２
０
０
３
」
の
企

画
・
運
営
に
携
わ
る
実
行
委

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
男
女

が
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
、
市
民
に
よ

る
実
行
委
員
会
と
市
が
協
力

し
て
、
平
成
８
年
か
ら
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
。
こ
と

し
は
11
月
に
開
催
す
る
予
定

で
す
。

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
基
調
講
演
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
企
画
、
ポ
ス
タ
ー

の
作
製
、
報
告
書
の
編
集
、

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運
営
な
ど

に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。

性
別
や
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
。
仕
事
を
持
っ
て
い
る
人

は
可
能
な
範
囲
で
お
手
伝
い

く
だ
さ
い
。
子
育
て
中
の
人

に
は
、
保
育
サ
ポ
ー
ト
も
あ

り
ま
す
。

�
実
行
委
員
説
明
会

日
時

３
月
12
日
①
午
前
10

時
〜
11
時
半
②
午
後
７
時
〜

８
時
半

会
場

市
女
性
セ
ン
タ
ー
・

ア
ル
ザ
（
万
代
市
民
会
館
内
）

申
し
込
み

会
場
（
�
２
４

６
・
７
７
１
３
）
へ

※
保
育
あ
り
。
保
育
希
望
者

は
、
３
月
10
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

シ
ン
イ
カ
ラ
シ
ス
タ
ー
ズ
▽

４
位
　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ミ
ー
ズ

マ
ウ
ス

�
一
般
混
成

優
勝
　
フ
レ

ン
ド
▽
２
位
　
赤
塚
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
▽
３
位
　
江
東
木
戸

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
赤
塚
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

�
小
学
生
高
学
年

優
勝

つ
っ
ぱ
り
連
合
小
瀬
▽
２
位

に
い
が
た
ス
ト
ロ
ン
グ
▽
３

位
　
小
瀬
七
福
神
、
ミ
ニ
・

ラ
ガ
ー

�
小
学
生
低
学
年

優
勝

入
舟
バ
ス
ク
ラ
ブ
▽
２
位

入
舟
フ
ォ
ッ
ク
ス
▽
３
位

入
舟
フ
ァ
ル
コ
▽
４
位
　
ぼ

く
サ
ッ
プ
？

ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
チ
ー

ム
は
次
の
通
り
で
す
。

�
一
般
男
子

優
勝

ボ
ブ
サ
ッ
プ
小
新
▽
２

位
　
丸
重
建
設
▽
３
位

桃
太
郎
ク
ラ
ブ
、
採
彩

�
一
般
女
子

優
勝

ガ
ー
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

▽
２
位
　
赤
塚
中
女
の

子
チ
ー
ム
▽
３
位
　
コ

だ
れ
も
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
「
市
民
綱

引
き
大
会
」
が
、
２
月
23
日

に
市
体
育
館
で
行
わ
れ
、
48

チ
ー
ム
４
３
４
人
が
参
加
し

２
月
16
日
、
第
３
回
「
に
い
が

た
堀
割
・
堀
端
会
議
」
が
新
潟
市

で
開
か
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
新
潟
の
街
を
縦
横
に
走

っ
て
い
た
堀
は
、
昭
和
39
年
の
新

潟
国
体
前
に
す
べ
て
埋
め
立
て
ら

れ
、
道
路
に
変
わ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
を
た
ど
る

と
、
地
盤
沈
下
で
堀
は
流
れ
が
よ

ど
み
、
ド
ブ
川
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

堀
を
埋
め
る
こ
と
に
よ
り
新
潟

は
車
社
会
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

し
、
近
代
都
市
へ
と
変
身
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
方
で
新
潟
固
有

の
情
緒
や
街
の
香
り
を
失
っ
た
こ

と
も
事
実
で
し
ょ
う
。

そ
の
堀
を
現
実
に
掘
り
返
せ
る

か
ど
う
か
が
会
議
の
テ
ー
マ
で
し

た
が
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
の
川
端

五
兵
衞
市
長
の
参
加
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
川
端
さ
ん
は
民
間
人

の
時
、
堀
を
埋
め
る
行
政
の
動
き

に
徹
底
的
に
反
対
し
、
八
幡
堀
を

守
り
抜
き
ま
し
た
。
い
ま
八
幡
堀

は
市
民
の
心
を
ま
と
め
る
象
徴
的

存
在
と
な
り
、
多
く
の
観
光
客
を

引
き
寄
せ
て
い
ま
す
。

堀
に
思
い
を
巡
ら
す
と
き
、
二

人
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
一

二

人

の

遺

言

人
は
新
潟
市
長
を
務
め
た
川
上
喜

八
郎
さ
ん
で
す
。
昭
和
57
年
、
新

聞
記
者
と
し
て
「
新
潟
島
」
の
活

性
化
策
を
聞
く
私
に
、
川
上
さ
ん

は
「
新
潟
島
が
沈
下
す
る
な
ん
て

絶
対
に
な
い
」
と
強
調
し
た
上
で
、

最
後
に
語
り
ま
し
た
。

「
私
に
は
夢
が
あ
る
ん
だ
。
一

本
で
も
い
い
。
信
濃
川
か
ら
入
り
、

信
濃
川
に
出
て
い
く
堀
を
掘
り
返

し
た
い
。
堀
は
新
潟
そ
の
も
の
な

ん
だ
か
ら
」

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
川
上
さ
ん

は
病
の
た
め
に
世
を
去
り
ま
し
た
。

も
う
一
人
は
福
岡
県
柳
川
市
役

所
職
員
と
し
て
堀
の
大
切
さ
を
住

民
に
説
き
、
柳
川
の
堀
を
再
生
さ

せ
た
広
松
伝
さ
ん
で
す
。
昨
冬
、

新
潟
で
の
堀
割
・
堀
端
会
議
に
出

席
し
た
広
松
さ
ん
は
、
新
潟
の
街

を
歩
き
な
が
ら
私
に
語
り
か
け
ま

し
た
。

「
新
潟
が
堀
を
再
生
す
る
な
ら
、

ま
が
い
も
の
で
な
く
本
物
を
掘
っ

て
く
だ
さ
い
よ
」

広
松
さ
ん
も
昨
秋
亡
く
な
り
、

二
人
の
言
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
言

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

新
潟
の
堀
を
ど
う
す
る
か
―
―

皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

行
政
は
堀
を
掘
り
返
す
問
題
点
や

交
通
面
な
ど
の
課
題
を
整
理
し
、

大
い
に
お
手
伝
い
を
す
る
つ
も
り

で
す
。

市

長

随

想

�２�

「そーれソーレ」の掛け声が飛びかっ
た市民綱引き大会

信
濃
川

右
　
岸

休憩所（左）には、子どもたちのアイデアを参考にしたベンチを設置

ホップ・ステップ・ボランティア
日時 ３月23日午前10時～11時半
会場 中央公民館　定員 40人
内容 生涯学習ボランティア活動を考える
申し込み ３月12日（必着）までに往
復はがきに事業名、住所、氏名、電話番
号を記入し、〒951-8550、生涯学習課
（�内線3254）へ　※応募多数の場合抽選

図書館協議会の傍聴者募集
日時 ３月14日午後２時～４時
会場 東地区事務所　定員 10人
内容 市立図書館の課題、ほか
申し込み ３月９日までに沼垂図書館（�
241-4116）へ　※応募多数の場合抽選


